
３ 

 

 

 

 

 

 

本書の取りまとめにあたっては、合併市町に対して、その取組状況や成果、住民の反応

等を調査した「合併市町実態調査」と、直接、合併市町の住民に対して意見を伺った「埼

玉県県政サポーターアンケート」の結果を基本とした。 

また、平成２１年度に実施した「埼玉県合併市町連絡調整会議」や、直近（平成２２年

３月２３日）に合併した２市（加須市・久喜市）との意見交換・現地調査の結果を参考と

している。 

 

（１）平成２２年度 合併市町実態調査 

・実施時期：平成２２年８月１１日～２７日 

・対  象：平成１３～２１年度までに合併した１５市町【１２市３町】（さいた

ま市／熊谷市／行田市／秩父市／飯能市／加須市／本庄市／春日部

市／鴻巣市／深谷市／久喜市／ふじみ野市／ときがわ町／小鹿野町

／神川町） 

・内  容：「 参考資料 ① 」（Ｐ３２）のとおり 

 

（２）埼玉県県政サポーターアンケート 

※ 県政サポーター制度：インターネットを活用した県の広聴事業の一つ。１６歳以上であれば誰

でも登録ができ、「サポーターアンケート」と「サポーターの提言」の

２つの方法で御意見や御提案をいただいている。これらの御意見・御提

案は、施策の企画・立案・実施のための参考として活用させていただい

ている。 

・実施時期：平成２２年９月２日～１３日 

・対  象：平成１３～２１年度までに合併した１５市町在住の県政サポーター 

（平成２２年９月１日現在の登録者：１，２８８人、うち回答者数は

９１９人［回答率７１．４％］） 

・内  容：「 参考資料 ② 」（Ｐ３５）のとおり 

・そ の 他：引用した調査結果の見方 

ア グラフの中の数字は、回答比率（％）である。 

イ 回答比率（％）は小数点以下第２位を四捨五入したため、個々の

比率の合計は、１００％にならないことがある。 

ウ グラフの中で「ｎ」とあるのは、その質問の回答者の総数を示し、

回答比率は「ｎ」を基数として算出している。 

エ 複数回答の質問については、その回答比率の合計が、１００％を

超える場合がある。 

２ 調査の方法 

● 「合併市町実態調査」 ＋ 「埼玉県県政サポーターアンケート」 

              「行政」と「住民」の両方から情報収集 
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【回答者の属性】 

全  体 ９１９（人） １００（％） 
性
別 

男性 ５０５ ５５．０ 
女性 ４１４ ４５．０ 

年 
 

齢 

１６～１９歳 ６ ０．７ 
２０～２９歳 ６３ ６．９ 
３０～３９歳 １９４ ２１．１ 
４０～４９歳 ２５４ ２７．６ 
５０～５９歳 １６１ １７．５ 
６０～６９歳 １６４ １７．８ 
７０歳以上 ７７ ８．４ 

職 
 

業 

個人事業主・会社経営者（役員） ９２ １０．０ 
家族従業（家業手伝い） ５ ０．５ 
勤め（全日・パートタイム） ４３２ ４７．０ 
専業主婦・主夫 ２００ ２１．８ 
学生 １９ ２．１ 
他無職 １７１ １８．６ 

 

 

 その他  

① 平成２１年度埼玉県合併市町連絡調整会議 

・実 施 日：平成２１年７月１５日／１１月１７日（２回実施） 

・対  象：平成１３～１８年度までに合併した県内市町 
※ さいたま市［政令市］を除く。なお、平成１９～２１年度の合併は、平

成２２年３月２３日合併の久喜市・加須市のみである。 

・内  容：各市町の合併担当職員との意見交換 

 

② 合併市との意見交換・現地調査 

・時期・対象：平成２２年８月２４日【久喜市】／平成２２年８月２５日【加須市】 

・内   容：合併市の担当職員・支所の職員との意見交換、本庁及び総合支所の

現地調査 

 

 

 

 

 

 

 


